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　　　　　　　　　　　　レ来るべき２1世紀を目前にして、本町のまちづくりには、）これまで以上

　　　　　　　　　　　　バこ幅広い視点での総合的な施策の展開、質の高い行政サーピズの提供が

　　　　　　　　　　　　　求められています｡

　　　　　　　　　　　　　町では、このような状況を踏まえ、緑豊かな自然環境と住民―人ひと

まいります。

　郷土の美しい自然と伝統を守りつつ、緑豊かな公園都市の創生と都市

的利便性を兼ね備えたまちづくりを町民の皆さまと一体となって進めて
,こ,しヽ･き･･たいと･考え･.てお.1J｡ま･..す.の･でぃ:ご支援yjご協力jをお;萌UI｡?.=1｡･む･..’

　　　　本町の住民生活の充実と行政施策の推進のために、次の基

　　　本理念のもとに様々な施策を展開していきます。

　　　浙ﾀﾞ1==壬一生町の住民誰'尨が注みなれだ地域や姻所懲諒個遭啖詞慢謬詣1==゜ﾖ゜i、

　　　ま‘ごも生活を営めるよう号ｿﾀﾞfllilﾓi･政;&=:住i民=･ど;;が共通の理窓めもとに:;

｡一一行政は住民活動を爵大服支援しﾉ､1==･……住･民は･常･:1･･ご主体的に行動を起

　　　こします。そして、一人ひとりの夢とあふれんぱかりの緑を大

　　　切にし、いきいきとした楽しい生活の実現をめざします。

　本計画の基本理念にもとづいて、次の３つを重点施策と位

置付け、積極的に推進していきます。

１．みぶの夢・あこがれプロジェクト

　　　福祉、生涯学習、コミュニティの３つから構成される

　　プロジェクトです。住民の最も身近な日常生活に関進す

　　るプロジェクトで、住民と行政が相互の信頼関係のなか

　　から安心してささえあい、そしてときめきに満ちた生活

　　の実現をめずします。

２．みぶの活力・きらめきプロジェクト

　　　道路整備、産業基盤、生活環境整備の３つから構成さ

　　れるプロジェクトです。いずれも長期的な事業ですが、

　　新しい壬生の発展に向けてのプロジェクトで、あらかな

　　きらめきを待ったまちの実現をめずします。

３．みぶの縁・さわやかプロジェクト

　　　公園整備、環境保全、総合行政の推進の３つから構成

　　されるプロジェクトです。さわやかな自然環境と人間間

　　係の形成を図るプロジェクトで、あふれんばかりの緑の

　　なかで、さまざまな価値観をもつ人たちが個人の意志に

　　基づいたライフスタイルをおくれるまちをめずします。

　本計画は基本構想・基本計画、および実施計

画の３つの内容によって構成されます。

■基本構想は、本町のまちづくりの目標とそれ

　を実現するためのあらましを定めた長期ビジ

　ョンであり、まちづくりを進めていく上で必

　要な最小限の約束ごとをまとめたものです。

■基本計画は、基本構想を実現するための約束

　ごとに基づいた施策の展開を定めた中期プロ

　グラムです。

■実施計画は、基本計画の施策を短期的に着実

　かつ効果的に実現するための具体的な計画を

　示したものです。

※本計画の計画期間は次のとおりです。

　　[基本構想]

　　　平成８年度から平成17年度の10年間
　　[基本計画]

　　　平成８年度から平成12年度の５年間

　　[実施計画]

　　　２年間のローリング方式により毎年度
　　　見直し

　本計画は、住民生活の20世紀と21世紀をとり

結ぶ計画です。これまでの住民生活を思い起こ

しながら、新しい時代（世紀）の望ましい生活

を模索しつつ、実現させていくための計画です。

　本町を取り巻く社会環境は激勤しています。

未だ不確定な要素や条件が多いなか、望ましい

生活を実現するために最低限必要なことは何か、

そして大事に守り育てていくものは何かという

ことを念頭におき、本計画を策定しました。

以上の基本理念のもとに行われるまちづくりによって、壬生町の将来都市像を次のように設定します。

隠喩箇定則Ｍ鴎必０三回庶1･＆揺』
この将来像は次のような内容によって構成されます。

　　　１．人と自然が共生する縁豊かな公園都市

　　　２，自然の理にのっとった快適な環境都市

　　　３，支えあいの暮らしが実現する健康福祉都市

４．歴史と自然に学ぶ教育文化都市

５，地域に根ざした活力ある自立産業都市

６．住民の発想と連携による住民自治のまち

２



～あなたとわたしでつくる夢のまちプラン～

①人と自然が共生する
　緑豊かな公園都市をめざして

４

　住民の日常生活は自然と密接に営まれています。しかし、いつしか日常生活と

自分かちを取り巻く自然とがかけ離れてしまうようになってしまいました。

　今ある緑を守り、新しい緑を則出し住民生活と自然とが密接に関連する公園

都市づくりを進めます。

②自然の理にのっとった
　快適な環境都市をめざして
　快適な暮らしの実現は往民生活のひとつの目標です。快適な暮らしの追及のた

めに、自然を犠牲にすることなく、自然の理をよく理解し、自然の理にのっとっ

た環境都市づくりを進めます。

③支えあいの暮らしが実現する
　健康福祉都市をめざして
　お互いに支えあう暮らしは昔から地域で一般に行われ、困りごとなどは、家族

や近所で話し合って解決してきました。

　地域みんなが一人ひとりの意思を尊重しあい、支えあいながら生活を続けられ

る健康福祉のまちづくりを進めます。

④歴史と自然に学ぶ
　教育文化都市をめざして
　本町は平捨鉢や河川などの恵まれた自然や、輝かしい歴史と文化を育んできた

町です。

　この歴史と文化や自然を生きた教材として積極的にとりあげ、子どもからお年

寄りまでの住民誰もがいきいきと学習できるまちづくりを進めます。

⑤地域に根ざした
　活力ある自立産業都市をめざして
　町内の企業、商店、農業などは地域の中で貴重で矢かすことのできない存在で

す。これら地域産業が生産、雇用、消費などの各分野で地域と密接に関連した自

立産業都市づくりを進めます。

⑥住民の発想と連帯による
　住民自治のまちをめざして
　住民が何か新しいことに挑戦したり、気付いたりしたときに、行政のほんの

ちょっとした支援やアドバイスによって住民が主体となって行動できるように、

住民の自立した活動を最大限支援し、連帯感あふれる住民自治のまちづくりを

進めます。
３
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和
ご
ミ
ー
三
二
古
二
呂
ご
Ｉ
Ｉ
≒
≒
≒
三
三
百
五
回
Ｔ

　
。
ｊ
一
三
三
一
　
丿
言
司
心
⑤
一
　
三
回
士
三
千
言
七
言
百
千

　
　
安
一
躍
｝
八
三
￥
一
八
三
ス
ご
が
｛
‐
大
通
千
千

　
主
要
地
方
道
宇
都
官
栃
本
線
（
通

称
一
栃
本
街
道
）
「
安
塚
バ
イ
パ
ス
」

の
関
通
式
が
４
月
2
6
日
に
行
わ
れ
、
清

水
町
長
、
佐
藤
県
議
会
議
員
、
粂
川
町

議
会
議
長
、
鈴
本
道
路
整
働
促
道
期
成

同
盟
会
栃
本
県
協
議
会
長
（
栃
木
市
哲

の
ほ
か
、
山
岡
衆
議
院
議
員
や
町
・
県

関
係
者
、
用
地
協
力
者
な
ど
約
２
５
０

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
通
式
で
は
、
清
水
町
長
が
「
安
塚

バ
イ
パ
ス
の
完
成
で
、
交
通
の
円
滑
化

と
地
域
経
済
の
発
展
が
大
い
に
期
待
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
『
夢
と
活
力
に

あ
ふ
れ
た
緑
團
都
市
・
み
ぶ
』
の
実
現

に
向
け
、
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
関
係
者
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
の

後
、
通
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
安
塚
バ
イ
パ
ス
は
、
栃
本
街
道
安
塚

　安塚バイパスの開通を祝い、（写真左より）鈴木道路整備

促進期成同盟会県協議会長、清水町長、佐藤県議会議員、

柿沼県土木部技監、山岡衆議院議員、山中宇都宮国道工事

事務所長、小野栃木県警察本部交通部長によるテープカッ

トが行われました。

地
内
の
渋
滞
緩
和
な
ど
を
目
的
に
県
栃

木
土
木
事
務
所
が
昭
和
6
1
年
度
か
ら
整

備
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
区
間
は
安

塚
の
淀
橋
交
差
点
と
掲
揚
医
科
大
学
病

院
北
側
ま
で
の
３
・
１
�
、
幅
員
は
2
0

ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

開通した安塚バイパス

　
小
：
甲
学
生
の
こ
ろ
の
防
災
訓
練
で
、

地
震
発
生
の
合
図
と
同
時
に
、
皆
い
っ

せ
い
に
机
の
下
に
潜
り
込
こ
ん
だ
経
験

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
震
で
揺
れ
て

い
る
間
に
行
う
、
こ
の
最
も
基
本
的
な

地
震
対
策
を
も
う
一
度
思
い
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
の
中
で
で
き
る
地
震
対

策
と
し
て
、
ダ
ン
ス
や
本
棚
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
家
財
道
具
の
固

定
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
た

と
え
固
定
さ
れ
て
い
て
も
、
本

棚
に
積
ま
れ
て
い
る
本
や
、
茶

ダ
ン
ス
に
置
か
れ
て
い
る
食
器

類
な
ど
、
飛
び
出
し
や
す
い
も

の
が
多
い
と
危
険
で
す
。
ま
た
、

窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
、
破
片
が

飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
っ
た
心
証
し
か
多
数
存
在
す
る
家

の
中
で
、
揺
れ
て
い
る
間
に
動
き
回
っ

て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

頭
や
顔
に
物
が
ぶ
っ
か
っ
た
り
、
手
や

足
を
切
っ
た
り
と
大
ケ
ガ
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
家
財
道
具
の
固
定
さ
え
も
し

て
い
な
か
っ
た
ら
、
命
を
失
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
家
の
中
で
、
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
グ
ラ
ッ
と

き
た
ら
、
ま
ず
、
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下

に
潜
り
ま
す
。
そ
し
て
、
脚
を
し
っ
か

り
持
っ
て
離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
机

や
テ
ー
ブ
ル
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
て
体

が
入
ら
な
い
場
合
は
、
頭
だ
け
で
も
保

護
し
ま
し
ょ
う
。
屋
外
で
の
隷
震
対
策

と
同
様
に
、
肝
心
な
の
は
落
下
物
か
ら

頭
を
守
る
こ
と
で
す
。
机
や
テ
ー
ブ
ル

が
な
け
れ
ば
、
ペ
ッ
ト
の
下
な
ど
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
自
分
の
か
ら
だ
の
入

る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
お
き
ま
す
。

　
ま
た
、
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の
飛
散
防
止

対
策
に
は
、
専
用
フ
ィ
ル
ム
の
張
り
付

け
や
網
入
り
ガ
ラ
ス
の
使
用
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
最
も
基
本
的
な
防
止
策
と

し
て
カ
土
ア
ン
の
設
置
が
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
何
げ
な
く
使
っ
て
い
る
力
士
ア

ン
で
す
が
、
そ
の
有
無
で
、
ガ
ラ
ス
片

の
飛
び
方
が
大
き
く
追
っ
て
く
る
の
で

す
。

５
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わたしたちのまちを守る消防団

-

消防団活動への理解と協力そして参加を
／ 　災害や火災が起こったとき、すぐさま現場に駆けつけて、消

防署員と一緒に救助や消火にあたるのが消防団です。

　平成フ年１月の阪神・淡路大震災でも、多くの消防団員が被

災者の救助活動にあたるなど目覚ましい活躍をみせています。

しかし、近年は団員数の減少や高齢化など、さまざまな課題も

抱えています。団員は、ふだんはそれぞれ自分の仕事をもって

いる地域住民です。その住民の一人として、まちを守る一員と

して、皆さんの消防団活動への理解と参加をお願いします。

ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
と
ス

ピ
ー
ド
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
４
月
に

引
一
名
の
新
団
員
を
迎
え
て
、

団
員
の
士
気
高
揚
と
消
火

技
術
の
向
上
を
図
り
、
有

事
の
際
に
は
、
常
備
消
防

（
石
橋
地
区
消
防
組
合
）
と

一
体
と
な
っ
た
最
善
の
消

火
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
　
勝
　
第
２
分
団
第
５
部
（
釜
ケ
渕
、
　
・
３
寄
鍋
　
小
林
宏
（
管
分
間
結
５
部
）

　
　
　
　
原
坪
、
鹿
高
）
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

準
優
勝
　
第
３
分
団
第
３
部
（
中
泉
）
　
　
　
・
指
揮
者
　
田
行
使
宗
（
結
豆
団
第
１
都
）

三
　
位
　
第
１
分
団
第
３
部
（
万
町
、
上
訴
　
　
・
１
番
長
　
神
長
寿
幸
（
結
２
分
団
第
１
都
）

　
　
　
　
町
、
壬
生
下
馬
本
、
西
高
野
）
　
　
　
　
・
２
番
目
］
　
黒
子
敏
光
（
第
２
分
明
第
１
都
）

◇
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
・
３
番
目
］
　
大
橋
幸
雄
（
結
２
分
団
第
王
都
）

優
　
勝
　
第
２
分
団
第
１
部
（
稲
葉
下
　
　
・
４
香
具
　
大
場
隆
（
結
２
七
団
結
１
都
）

　
　
　
｝

　
町
消
防
団
（
梁
島
安
男
団
長
・
団
員
２
０
３
名
）
の
第
1
5
回
ポ
ン

プ
操
法
大
会
が
４
月
2
1
日
、
町
総
合
運
動
場
で
開
か
れ
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
（
８
耶
）
並
び
に
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
７
部
）
に
分
か
れ
て
、

　
団
員
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
４

月
７
日
の
新
団
員
訓
練
に
始
ま
り
２
週

間
に
わ
た
り
毎
日
、
夜
７
時
か
ら
９
時

ま
で
町
総
合
運
動
場
に
集
合
し
、
常
備

消
防
宝
生
分
署
、
安
塚
分
遣
所
）
の
指

導
の
も
と
、
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
成
　
績

◇
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
　
　
　
馬
本
、
上
町
、
下
町
）

準
優
勝
　
第
３
分
団
第
１
部
（
北
小
林
、

　
　
　
　
安
塚
地
区
、
上
長
田
、
お
も

　
　
　
　
ち
や
の
ま
ち
鎖
啓

三
　
位
　
第
２
分
団
第
３
部
（
羽
生
田

　
　
　
　
地
区
）

○
優
良
機
関
員

◇
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
荒
川
安
男
（
第
コ
分
団
第
５
部
）

・
１
寄
員
　
梁
島
源
智
（
第
ｎ
分
団
第
５
部
）

・
２
寄
鍋
　
佐
藤
久
一
（
第
２
分
団
第
５
部
）

ｉ　消防団は、消防署などが置かれていない地域

ｉでは消防活動を全面的に担っています。また、

づ肖防暑が置かれている地域でも、消火活動の支
ｉ援などに活躍しているほか、災害が発生したと

きには大勢の消防団員が動員され、救助などに

あたっています。阪神・淡路大震災でも、延べ

７万人を超える消防団員が、救助・消火活動を
行いました。

あなたも消防団に参加を

消防団の歴史

江戸幕府将軍吉

宗の時代に，町奉Ｍ

　　　　えf.･!j.･,･･if，　　･･:･

行の大岡越前守が

江戸につくったと

いわれる町人組織

　「町火消」が、消

防団の始まりです。

　地域には矢かせ

ない存在である消

防団ですが、ここ

数年消防団員の数

は減少傾向にあり

ます。

　平成７年４月１

日現在、全国の消

防回数は３､６３７団、消防団員数は９７万５、

５１２人ですが、９年前の昭和61年に比べると

団員数は約５％の減少です。また、団員の平均

年齢が上昇し高齢化も進んでいます。都市化・

サラリーマン化による連帯意識の低下や地域に

おける若年層の減少などが原因です。

　現在、これらの課題に対処するため、消防団

活性化のさまざまな対策が行われています。し

かし、もっとも大切なのは地域に暮らす皆さん

の消防団、地域防災に対する理解と協力です。

わたしたちのまちを守る消防団、消防団活動へ

の理解と参加をお願いします。
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チ
づ
作
く
作
り
癖
土
大
賞
の

　
　
　
　
服
壽
瞳
豪
奢
雛

　
壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
大
橋
秀

夫
会
長
）
で
は
、
４
月
３
日
、
建
設
省

の
『
平
成
７
年
度
手
づ
く
り
郷
土
官

歴
史
・
文
化
部
門
』
の
認
定
を
受
け
た

「
舟
町
通
り
」
を
顕
彰
す
る
記
念
碑
を

町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
果
つ
く
り
郷
上
官
と
は
、
地
域
の
個

性
や
魅
力
を
生
か
し
た
公
園
、
道
路
、

広
場
な
ど
を
広
く
紹
介
し
、
個
性
豊
か

な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
舟
町
通
り
は
、
「
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

手
づ
く
リ
郷
土
賞
の
記
念
碑
と

　
　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
平
成
４
年
度
　
　
て
お
り
、
手
づ
く
り
郷
土
賞
の
認
定
プ

か
ら
整
備
を
行
い
、
町
並
み
景
観
を
重
　
　
レ
ー
ト
が
上
部
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま

一

　
　
郷
土
の
人
々
（
一
）

今
月
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
ご
と
に
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
近
世
壬
生
の
画
人
た
ち
」

　
　
　
　
平
出
　
雪
耕
（
ひ
ら
い
で
　
せ
っ
こ
う
）

　
　
　
　
　
　
１
７
４
９
年
（
寛
延
二
）
～
１
８
２
３
年
（
文
政
六
）

　
　
　
　
ひ
で
つ
ぐ
　
　
　
ひ
ろ
み
ち

　
幼
名
を
秀
継
、
字
は
玄
通
と
い
い
、

雪
耕
、
秀
景
な
ど
と
号
し
ま
し
た
。
寛

延
２
年
（
１
７
４
９
）
に
西
方
村
金
井

（
西
方
町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
雪
耕
は
、
会
津
の
画
人
金
子
祐
玄
に

学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
壬
生
藩

国
損
（
専
属
絵
師
）
と
し
て
出
仕
し
、

か
た
わ
ら
特
技
の
医
術
を
も
っ
て
、
多

く
の
病
人
の
救
済
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
言
耕
の
門
人
に
は
、
世
に
関
東
の
四

大
家
の
一
人
と
称
さ
れ
た
、
那
須
杉
渡

戸
出
身
の
高
久
具
崖
や
壬
生
藩
家
老
の

高
須
甘
案
・
幼
谷
村
の
粂
川
祐
景
も
門

人
の
一
人
で
し
た
。

　
雪
耕
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
高
久
鍔

崖
が
恩
師
を
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、

狩
野
沢
の
因
習
に
堕
し
た
時
代
の
中
で
、

次
第
に
中
国
の
宋
時
代
へ
の
回
帰
が
う

か
が
え
る
。
そ
れ
は
多
分
に
精
神
的
な

も
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
作
品
が

少
な
い
の
で
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
へ
ん
に
模
索
の

様
子
が
う
か
が
え
る
作
品
で
あ
り
、
雪

舟
へ
の
思
慕
も
か
な
り
深
か
っ
た
と
み

ら
れ
ま
す
。
壬
生
町
・
豊
栖
院
に
あ
る

「
雪
耕
山
人
の
贈
」
に
は
、
京
都
地
方

の
風
景
を
訪
ね
歩
い
た
り
、
「
水
墨
の

山
水
を
菩
く
す
。
そ
の
他
人
物
、
単
弁
、

個
毛
各
々
そ
の
法
を
得
た
り
」
と
あ
り

ま
す
の
で
、
人
物
、
草
花
、
鳥
獣
す
べ

て
を
描
い
た
と
い
い
ま
す
。
代
表
作
に

栃
木
市
・
太
平
山
神
社
の
星
宮
殿
天
井

画
極
彩
色
「
龍
図
」
が
あ
り
ま
す
。

　
晩
年
は
金
井
の
生
家
に
往
ん
で
い
ま

し
た
が
、
文
致
６
年
（
１
８
２
３
）
1
0

月
1
6
目
に
7
5
歳
で
没
し
ま
し
た
。
菩
提

寺
は
西
方
町
地
福
寺
。

　
辞
世

む
意
乃
世
や
お
も
ひ
ハ
無
為
の
花
紅
葉

｢龍図｣太平山星宮殿天井画

次
回
は
、
助
谷
・
粂
川
祐
景
翁
で
す
。

フ



　
　
「
農
作
業
な
ど
で
適
度
に
体
を
勤
か

し
て
い
る
の
が
健
康
の
秘
訣
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
」
と
い
う
田
村
さ
ん
ご
夫
妻
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
春
宵
さ
ん
は
昭
和
６
年
に
稲
葉
尋
常

高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
実
家
で
農
業

に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
1
6
年

密達者　　ソ

カッフル(佃

鹿島田村 百苦さん（ワ９）

マツさん（ワ２）
夫妻

ス
ケ

ヴ
チ
願

　チャレンジ精神を忘れずに

　　　　　　　安塚中央　川野迢　輝子さん

　「フィットネスやエアロビクスなど体を勤かす

ことが好きですね。そのほか、野球、サッカーな

どの観戦にもよく出掛けます」と話す輝子さん、

「休日は友人と買い物やカラオケに行ったり、読書

をすることが多い」ということです。

　現在、料理を勉強中の彼女、「チャレンジ精神を

忘れずに、これからもゴルフなどいろいろなこと

をしてみたい」という意欲的なお嬢さんです。

「海水よく」

　　安塚小学校４年

　　　　中　川　広　之

肌
◎
⑩
岳

８



‰

　
　
　
龍
蓼

一
犬

で

言
大
作

万

万
”
’
　
　
－
怜
・
　
　
　
　
　
９
哨
一

千

・
　
づ

九
皿
匹

７
月
に
召
集
に
よ
り
歩
兵
第
４
連
隊
に

入
隊
、
朝
鮮
の
羅
南
へ
渡
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
2
0
年
に
ト
ラ
ッ
ク
島
で

終
戦
を
迎
え
、
昭
和
2
1
年
１
月
に
帰
国
、

実
家
に
戻
っ
て
か
ら
再
び
農
業
に
従
事

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
仲
人
さ
ん
の
ご
紹
介
に
よ

り
、
東
原
出
身
で
昭
和
1
3
年
に
稲
葉
尋

常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
実
家
で
農

業
に
従
事
し
て
い
た
マ
ツ
さ
ん
と
昭
和

2
2
年
に
結
婚
し
、
お
二
入
で
農
業
を
続

け
、
「
手
伝
い
程
度
で
す
が
、
介
で
も

息
子
と
一
緒
に
農
業
を
続
け
て
い
ま

す
。
も
う
5
0
年
以
上
農
業
を
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
」
と
お
二
入
は

話
し
て
い
ま
し
た
。

雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の
も
と

歩
け
歩
け
奉
仕
大
会
開
か
れ
る

　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
関
　
広

幸
会
長
∇
王
催
に
よ
る
第
1
4
回
壬
生
町

青
空
の
も
と
元
気
に
ス
タ
ー
ト

青
少
年
健
全
育
成
歩
け
歩
け
奉
仕
大
会

が
４
月
2
9
日
、
藤
井
小
学
校
を
発
着
点

に
し
て
行
わ
れ
、
家

族
連
れ
や
小
学
生
の

グ
ル
ー
プ
な
ど
約
４

５
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
参

加
者
が
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
に
協
力
す
る
ス
ポ

ン
サ
ー
名
の
入
っ
た

　
お
二
入
は
1
0
年
以
上
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
続
け
て
い
る
そ
う
で
、
「
週
に
２
回

行
わ
れ
る
練
習
に
は
、
ほ
と
ん
ど
欠
か

さ
ず
出
掛
け
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
お
二
入
は
カ
ラ
オ
ケ
が
好

き
で
、
よ
く
お
友
達
と
カ
ラ
オ
ケ
の
練

習
を
す
る
そ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
旅
行

も
好
き
だ
そ
う
で
、
「
老
入
会
で
の
旅

行
の
ほ
か
、
家
族
な
ど
と
一
緒
に
鬼
怒

川
な
ど
の
温
泉
地
に
よ
く
出
掛
け
ま
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
長
男
ご
夫
婦
、
３
入
の
お
孫
さ
ん
と

一
緒
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
お
一
犬
、

「
家
族
７
入
で
毎
日
を
に
ぎ
や
か
に
楽

し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
」
と
幸
せ
そ
う

に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ワ
ッ
ペ
ン
シ
ー
ル
を
つ
け
て
歩
き
、
そ

の
Ｐ
Ｒ
代
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

（
財
）
栃
木
県
ア
イ
バ
ン
ク
、
（
財
）
栃

木
県
盲
導
犬
セ
ン
タ
ー
に
寄
付
い
た
し

ま
す
。
ウ
ォ
ー
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て

歩
く
こ
と
が
そ
の
ま
ま
社
会
奉
仕
に
な

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の
も
と
、
参
加

者
た
ち
は
与
え
ら
れ
た
コ
マ
図
を
頼
り

に
、
吾
妻
古
墳
を
中
心
と
し
た
藤
井
地

区
約
５
・
５
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

チピッ子アルバム

萌
ら
言
（
詣
∵
雷
大
ら
言
（
膳
∵
唯
万
万
（
几
）

　
行
三
言
ド
（
で
）

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
、

　
つ
ら
い
こ
と
に
く
じ
け
な
い
強
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

(おもちゃのまち)

ゆうみ
佑美ちやル（１歳）

　　（父）千葉　和　則さん

　　（母）ク　佐知子さん

お母さんから一言

元気で思いやりのある人になってね。

「チビッ子アルバム」に出てくれるお子さんを募集しています。ご希望の方は、写真に簡単なメッセージを添えて

町企画財政課広報広聴係（�８２－ １２３４　内線212）までお送りください。
９



　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底
、
若

者
の
無
謀
運
転
の
防
止
、
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
重
点
運
動
と

し
た
春
の
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６
日

か
ら
1
5
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
町
交
通
安
全
協

会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
の
協
力

を
得
て
、
運
動
期
間
中
、
壬
生
交
番
前

と
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
交
番
前
に
交
通
指

導
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
安
全
指
導
を

行
う
ほ
か
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
正
し
い
着
用
や
踏
切
の
安
全
な

通
行
の
街
頭
指
導
な
ど
を
実
施
、
そ
し

て
新
入
学
児
童
の
初
登
紋
日
の
４
月
1
0

児
童
代
表
に
帽
子
を

　
　
　
　
　
手
渡
す
協
議
会
の
皆
さ
ん

日
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
の
立
哨
に
交
じ

り
町
幹
部
職
員
に
よ
る
小
・
中
学
生
へ

の
立
哨
指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
小
学
校
令
児
童
に
『
交
通
安
令

運
勤
実
施
中
』
の
緑
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
配

布
し
、
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
に
努
め

ま
し
た
。

　
交
通
事
故
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
再
度
確
認
し

て
ヽ
加
書
冊
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
　
　
登
校
時
の
立
哨
指
哨
を

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

無事故の願t単を宍込め

　　　黄色い帽子を贈る
　栃木県明るい杜会づくり協議会壬生支部（田中

義一支部長）では４月３日、町教育委員会を通じ

て黄色い帽子４２３個（男子用208個、女子用215

個）を町内８小学校の新入学児童に贈りました。

　これは、新入学児童が交通事故に遭わないで健

やかに成長することを願い、同支部活動の一環と

して毎年行われているものです。

｀W゛

行
う
榎
本
教
育
長

壬
生
町
史
普
及
版

「
壬
生
の
歴
史
」
が
完
成

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど

「
壬
生
の
歴
史
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
２
年
に
完
結
し
、
学
問
的

に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
「
壬
生
町

史
」
の
普
及
版
と
し
て
、
小
学
校
高
学

年
や
中
学
生
、
一
般
の
方
々
を
対
象
に

無
事
故
を
願
い

　
　
　
児
童
・
生
徒
に
記
念
品
を
贈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
交
通
安
全
協
会

記
念
品
を
手
渡
す
協
会
の
皆
さ
ん

　
壬
生
町
交
通
安
全
協
会
（
坂
田
佐
一

郎
会
長
）
で
は
４
月
2
5
日
、
安
塚
バ
イ

パ
ス
の
開
通
を
記
念
し
て
同
バ
イ
パ
ス

の
通
る
南
犬
飼
地
区
の
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
の
児
童
・
生
徒
に
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
祝

う
と
と
も
に
児
童
生
徒
の
交
通
事
故
を

未
然
に
防
止
し
よ
う
と
、
安
全
を
呼
び

か
け
る
標
語
の
入
っ
た
ノ
ー
ト
と
ス
テ

ィ
ッ
ク
型
消
し
ゴ
ム
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。

t

W

編
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
第
よ
早
「
壬
生
の
夜
明
け
」
か
ら
第
８
章

「
壬
生
の
民
俗
」
ま
で
約
２
０
０
ぺ
九
ン
に

わ
た
り
、
壬
生
の
遺
跡
や
史
跡
、
歴
史
的
事

件
、
そ
し
て
円
仁
初
め
郷
土
の
偉
入
た
ち

の
活
躍
が
簡
潔
、
平
易
な
文
章
で
書
か
れ

カ
ラ
ー
写
真
入
り
で
す
。
執
筆
は
町
内
の

社
会
科
の
先
生
の
方
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
科
の
授

業
の
副
読
本
と
し
て
活
用
、
壬
生
の
歴

史
を
理
解
し
郷
土
に
誇
り
を
も
て
る
児

童
生
徒
を
育
て
る
た
め
、
小
学
校
６
年

生
、
中
学
生
全
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
来
年
度
よ
り
平
成
Ｈ
年
ま
で

は
新
６
年
生
に
配
布
給
与
し
、
一
般
の

方
に
は
実
費
〒
、
３
０
０
円
）
で
頒

布
し
ま
す
の
で
、
町
教
育
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

｛
奇
　
　
付
　
往
会
福
祉
協
議
会
｝

　
　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

合
６
万
５
千
円
①
　
　
福
田
　
平
侍
縁

合
５
千
円
①
　
　
　
　
鬼
沢
　
一
弘
様

全
2
8
万
６
千
６
５
３
円
⑩

　
　
　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
縁

合
１
万
４
千
６
３
８
円
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
歌
謡
会
拝

金
1
0
万
円
⑥
　
　
お
花
見
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
濁
協
医
科
犬
学
病
院
看
護
言
縁

合
５
万
円
⑩
　
壬
生
ラ
イ
す
く
ス
ク
ラ
ブ
縁

Ｌ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
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｀-心ｆ

戦
没
者
を
偲
び

　
　
特
別
慰
霊
祭
行
わ
れ
る

し
め
や
か
に
行
わ
れ
た
慰
霊
祭

　
壬
生
町
慰
霊
碑
実
行
膏
貝
合
（
佐
藤

三
郎
会
長
）
主
催
に
よ
る
、
慰
霊
碑
建

立
2
0
周
年
を
記
念
し
た
特
別
慰
霊
祭
が

４
月
６
日
に
行
わ
れ
、
町
遺
族
会
、
軍

愚
公
、
ロ
傷
合
の
関
係
者
の
ほ
か
、
一

般
の
方
約
４
０
０
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
壬
生
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
記
念

式
典
で
は
、
先
の
対
戦
で
祖
国
の
た
め

に
尊
い
生
命
を
捧
げ
た
８
０
０
全
社
の

英
霊
に
今
日
の
平
和
と
発
展
を
感
謝
す

る
佐
藤
合
長
の
祭
文
奉
上
の
ほ
か
、
清

水
町
長
、
粂
川
町
議
会
議
長
、
佐
藤
県

老
い
も
若
き
も
競
技
に
熱
中

　
下
表
町
自
治
会
（
早
乙
女
太
平
会
長
）

で
は
４
月
2
9
日
、
第
５
回
フ
ァ
ミ
リ
ー

体
育
祭
を
町
南
部
運
動
場
で
行
い
、
家

族
連
れ
を
中
心
と
し
た
自
治
会
員
約
６

０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
会
員
相
互
の
交
流
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
に
５
年
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
赤
、
白
に
わ

か
れ
、
借
り
物
競
争
や
パ
ン
食
い
競
争

な
ど
の
競
技
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
熱
中
し
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

議
会
議
員
な
ど
に
よ
る
追
悼
の
辞
の
あ

と
、
白
菊
の
花
を
出
席
者
全
員
で
献
花

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
の
あ
と
に
奉
納
演
芸
と

し
て
詩
舞
や
歌
謡
、
奏
楽
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
剣
道
・
銃
剣
道
の
奉
納
武
道

が
壬
生
中
学
校
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

お
も
ち
や
博
物
館

　
　
　
　
休
館
の
お
し
ら
せ

お
も
ち
ゃ
博
物
館
は
館
内
燃
蒸
消
毒
の

た
め
次
の
期
間
中
休
館
と
な
り
ま
す
。

・
フ
月
１
日
毎
）
～
５
日
（
金
）

天
明
釜
の
茶
の
湯
を

　
　
　
　
　
　
味
わ
う
家
族
連
れ

-．へ

納大納　●　●
付変期　国　町
し込限　民　県
まみ間　年　民
し合際．-、金．、税
ょいは納一納＿

うま　｀期６期１
ｏす納限月限期

　゜付６分フ及
　早窓月‾月び
　め□28　1全

　にが日　　日納　　　－　－－

６
月
応
納
税
等

｜

｜

大茶会などでにぎわう　｜
　壬生城主壬生家及び鳥居家の菩堤所である常楽寺

の三日月参天大祭が４月３日に行われ、家族連れな

ど約８００名の人出でにぎわいました。

　これは江戸時代から毎年４月３日に行われてるお

祭りで、当日は大所持合、下野大福茶会などが催さ

れました。

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

ス
リ
ッ
パ
に
蹟
く
夜
の
ひ
と
り
ご
と

止
め
ど
な
く
し
て
老
い
は
く
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
田
良
次
郎

枯
れ
が
れ
て
ハ
汐
つ
つ
じ
の
咲
か
ざ

れ
ば
今
年
の
庭
は
さ
び
し
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
真
夕
美

飲
み
会
の
誘
い
も
こ
の
頃
遠
の
き
て

八
時
に
な
れ
ば
床
に
つ
く
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
綾
子

汗
ば
み
て
過
せ
し
昨
日
は
嘘
の
よ
う

今
日
は
セ
ー
タ
ー
を
着
重
ね
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
富
代

俳
　
　
句

踏
青
や
馴
染
み
の
原
へ
野
球
帽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

戯
れ
に
揺
ら
す
吊
橋
本
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
ハ
ナ

ぶ
ら
ん
こ
に
触
れ
て
い
て
母
と
な
る
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ハ
重
子

丹
念
に
縁
拭
く
賜
巷
荷
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

１１



新緑のなか

書巻禽ｲﾍﾞﾝﾄでに奮わう

　　　おもちや博物館で行われた「日本の

｡_。　伝承玩具展」には昔を|袁かしむ親子

　ヽ-　　　連れなどでにぎわっていました。

´“’W

萌えるような緑に包まれた″おもちや博物館、総合

1公園″を会場に、ゴールデンウィークを申心に多彩な

イベントが催され、終日大ぜいの子どもたちの歓声が

置きわたっていました。　　　　　　　　　　　　　　j=J

博物館前の広場では、五月晴れの下、すベリ

台などで、無邪気に遊ぶ子どもたちでにぎわ

いました。

模擬店コーナーでは、くじを引＜子どもたち

でにぎわうほか、特産のいちごなどが売られ

ました。

春風を受けて優雅に泳ぐ鯉のぼ

り。子どもたちは、しっぽに捕ま

って大喜びでした。

マリオの中に入っ

て飛び跳ねて遊ぶ

子どもたちでにぎ

わっていました。

総合公園を一周するロードトレイン壬宮号は、

終日順番を待つ列が絶えませんでした。

○日　時　７月13日(土)

　　　　　午後６時　　　回腸

　　　　　午後６時30分　開演

○会　場　壬生中央公民館犬ホールー

○入場料　２､０００円(全白出席)

　※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・

　　南犬飼出張所､匠壬生町施設振興

　　公社事務所で取り扱っています。

　　　(未就学兄の入場はできません)

○主　催　回壬生町施設振興公社

○後　援　壬生町教育委員会

○問合せ先　壬生中央公民館

　　　　　　　　　　�８２－ ０１０８

　　　　　皿壬生町施設振興公社

　　　　　　　　　　�８６－ ７１１７
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